
地域で子育てを支える 

地域子育て支援拠点事業 

 

○ 公共施設や保育所、児童館等の地域の身近な場所で、 

 乳幼児のいる子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供等を実施 
 

○ ＮＰＯなど多様な主体の参画による地域の支え合い、 

 子育て中の当事者による支え合いにより、地域の子育て力を向上 

 

 

 

 

 

 

・３歳未満児の約７～８割は 

  家庭で子育て 

・核家族化、地域のつながりの希薄化 

・男性の子育てへの関わりが少ない 

・児童数の減少 

・子育てが孤立化し、  

 子育ての不安感、負担感 

・子どもの多様な大人・子ども 

 との関わりの減 

子育て中の親子が気軽に集い、 

相互交流や子育ての不安・悩み

を相談できる場を提供 

  育児不安 

解消 
地 域 子 育 て 支 援 拠 点 

 

① 交流の場の提供・交流促進 

② 子育てに関する相談・援助 

③ 地域の子育て関連情報提供  

④ 子育て・子育て支援に関する講習等 

事 業 内 容 

背  景 
地域子育て支援拠点の設置 課  題 

平成２２年度実施か所数 
（交付決定ベース） 

 
５，５２１か所 



地域子育て支援拠点事業の概要  

機能 

実施 
主体 

基本 
事業 

実施 
形態 

従事者 

実施 
場所 

開設 
日数等 

ひろば型 

常設のつどいの広場を設け、地域の子育て支援機能の
充実を図る取組を実施 

 
 
 
 
・機能拡充型（別単価） 
 一時預かり事業や放課後児童クラブなど多様な子育て支援
活動とひろばと一体的に実施し、関係機関等とネットワーク化
を図り、よりきめ細かな支援を実施 
 
・出張ひろばの実施（加算） 
 常設のひろばを開設している主体が、週１～２回、１日５時間
以上、出張ひろばを開設 
 
・地域の子育て力を高める取組の実施（加算） 
 ①中・高校生や大学生等ボランティアの日常的な  
   受入・養成の実施 
 ②世代間や異年齢児童との交流の継続的な取組 
  の実施 
 ③父親サークルの育成など父親のグループづくり 
  を促進する継続的な取組の実施 
 ④公民館、街区公園、プレーパーク等の子育て親  
  子が集まる場所に定期的に出向き、必要な支援  
  や見守り等を行う取組の実施 

子育て支援に関して意欲があり、子育てに関する知識・
経験を有する者 （２名以上） 

公共施設空きスペース、商店街空き店舗、民家、マン
ション・アパートの一室等を活用 

週３～４日、週５日、週６～７日 
１日５時間以上 

センター型 
地域の子育て支援情報の収集・提供に努め、子育て全
般に関する専門的な支援を行う拠点として機能するとと
もに、地域支援活動を実施 

 
 
 
 
 
・地域支援活動の実施 
 ①公民館や公園等地域に職員が出向いて、親子交流や 
  子育てサークルへの援助等の地域支援活動を実施 
 ②地域支援活動の中で、より重点的な支援が必要であ 
  ると判断される家庭への対応 

保育士等（２名以上） 

保育所、医療施設等で実施するほか、公共施設等で実
施 

週５日以上 
１日５時間以上 

児童館型 
民営の児童館内で一定時間、つどいの場を設け、子育て
支援活動従事者による地域の子育て支援のための取組
を実施 

 
 
 
 
 
・地域の子育て力を高める取組の実施（加算） 
 ひろばにおける中・高校生や大学生等ボランティア  
 の日常的な受入・養成の実施 

子育て支援に関して意欲があり、子育てに関する知識・
経験を有する者（１名以上）に児童館の職員が協力して実
施 

児童館 

週３日以上 
１日３時間以上 

               ①子育て親子の交流の場の提供と交流の促進      ②子育て等に関する相談・援助の実施 
               ③地域の子育て関連情報の提供              ④子育て及び子育て支援に関する講習等の実施 

市町村（特別区を含む。） 
（社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間事業者等への委託も可） 

①～④の事業を子育て親子が気軽に集い、うち解
けた雰囲気の中で語り合い、相互に交流を図る常
設の場を設けて実施 

①～④の事業の実施に加え、地域の関係機関や子
育て支援活動を行う団体等と連携して、地域に出向
いた地域支援活動を実施 

①～④の事業を児童館の学齢児が来館する前の
時間を活用し、子育て中の当事者や経験者をスタッ
フに交えて実施 



地域子育て支援拠点事業「ひろば機能拡充」について 

○ ひろば型のうち、地域の子育て支援拠点として、多様な子育て支援活動を実施し、関係機関との
ネットワーク化を図り、子育て家庭へのきめ細かな支援を行い、機能拡充を図るものについて、別
途、機能拡充に係る評価ポイントを設定。 

 
 
 
 
 
 
 

全戸訪問事業 

子育てＮＰＯ 

放課後児童 
クラブ 一時預かり 

アプローチ 

子育て家庭 

子育て家庭 

子育て家庭 

子育て家庭 

子育て家庭 

子育てサークル 

児童館 

虐待防止
ネットーク 

老人クラブ 

関係機関への 
つなぎ 交流事業の企画・実施 

「ひろば」への 
つなぎ  

 
 

・交流の場 ・育児相談 
・情報提供 ・講習実施 

子育て支援拠点 
（ひろば型） 

機能拡充のイメージ 

連携した事業展開 



地域子育て支援拠点事業「出張ひろば」の活用について 

○ 子育て家庭の利用実態等により、常設のひろば開設が困難な場合、開設されている「ひろば型」を核と
して「出張ひろば」を積極活用し、支援拡充。 

○ ひろば職員とともに、地域の子育て支援関係者等が子育て親子の交流の場を提供。 

 
 
 
 
 

地域の子育て
支援関係者等 

ひろば職員の兼務 

近隣地域への支援拡充 

地域のニーズに応じ、 
公共施設等を活用した 

週１～２日の開設 

・交流の場  ・育児相談 
・情報提供  ・講習実施 

出張ひろば 

週１～２日、1日５時間 

 
 

・交流の場 ・育児相談 
・情報提供 ・講習実施 

 

ひろば型 

週３日以上、1日５時間 

・交流の場  ・育児相談 
・情報提供  ・講習実施 

出張ひろば 

職員 ２名 

職員２名 
（うち１名ひろば兼務） 

△△地域 

○○地域 
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